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自
衛
隊
「
若
い
力
」
演
奏

県
境
で

受

渡
し

式

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
象
徴

と
も
い

わ
れ
る
聖
火
を
ギ
リ
シ
ヤ
か
ら
受

取
る
空
輸
団
は
す
で
に
羽
田

を
出

発
し
た
。
八
月
二
十
一
日
オ
リ
ソ

ピ
ヤ
の
遺
跡
に
お
い
て
太
陽

か
ら

採
っ
た
火
は
、
昼
夜
兼
行
で

ギ
少

シ
ヤ
の
首
府
ア
テ
ネ
に
運
ば
れ
、

こ
こ
で
ギ
リ

シ
ヤ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

組
織
委
員
会
か
ら
派
遣
団
の
高
島

団
長
に
渡
さ
れ
る
。
二
十
三

日
ア

テ
ネ
空
港
を
出
発
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
、
ベ
イ
ル

ー
ト
、
テ
ヘ
ラ
ン

ラ

ホ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、（
カ

ト

マ
ソ
ズ
）
　ラ
ン
グ
ー
ソ
、
バ
ン

コ

ク
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

マ
ニ
ラ

、
香
港
、
台
北
、
を
へ
て

九
月

六
日
沖
縄
着
、
沖
縄
本
島
一

周
の
後

九
日
国
産
機
に
ょ
っ
て
鹿

児
島

、
宮

崎
、
千
歳
（
札
帆
）
に

空

輸
さ
れ
る
。
そ
の
後

は
四
つ
の

コ
ー
ス
に
分
れ
て
国
内
の
各
県
庁

所

在
都
市
を
通
っ
て
十
月
九
日
東

京
に
集

ま
り
、
開
会
式
の
日
宮
城

二
電
橋
前

を
出
発

、
六
人
の
ラ
ソ

ナ
ー
に
よ
っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
い
国

立
競

技
場
に
設
け
ら
れ

た
蘗
火
台

に
点
火
さ
れ
、
会

期
中
炎
炎

と
し

て
も
え

つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

尚
わ

が
町
で
は
九
月
二
十
八
日

午
後
二
時
十
三
分
、
貝
田
中

継
所

に
着
い
た
宮
城
県
最
終
ラ
ソ
ナ
ー

と
の
間
に
厳
粛
な
受
渡
し
式
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
、
両
県

並
び
に
両
市
町
実
行
委
員
会
の
関

係
者
立
会

い
、
福
島
自
衛
隊
軍
楽

隊
の
「
若

い
力
」
演
奏
の
中
に
聖

火
、
予
備

ト
ー
チ
、
小
旗
等
の
引

継
ぎ
が
行

わ
れ

る
。
わ
が
国
見
町

を
代
表

し
て
参
加
す

る
四
チ

ー
ム

九
二
名
の
メ
ン
バ
ー
は
本
紙
七
月

号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
で

。

一
同
は
今
か
ら
心
身
の
健
康

に
留

意
し
な
が
ら
、
走
法
の
研

究
や
時

間
の
調
整
に
努
め
て
い
る
。

聖 火 リ レー に 使 わ れ る ト ー チ

第11回町民体育大会

を迎えるにあたって

こ
と
し
の
町
民

体
育
大
会
は
、
十

月
四
目
（

日
）
と

決
ま
り
ま
し
た
。

去
年
は
、

前
年

祭
と
い
う
わ
け
で

町
内
迎
火

リ
レ
ー

を
や
っ
た
り
、
オ

リ
ソ
ピ

″・
ク
に
ち

な
ん
だ
経

目
を
く

ふ
う
し
て
、
大
い

に

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

ム
ー
ド
を
も
り
あ

げ

る
こ

と
に
努

め

た
も
の
で
し
た
。

こ
と
し
は
ほ

ん

も

の
の
聖
火
リ
レ
ー
も
行
わ
れ
、
九

十
二
人
の
青
少
年
た
ち
は
世
紀
の

祭
典
に
直
接
参
加
の
感
激
に
胸
を

誣
ら
し
て
い
る
し
、
各
地
区
で
も

小
学
校
の
運
動
会
を
中
心
に
地
区

民
総
参
加
の
態
勢
を
固
め
、
そ
れ

ぞ
れ
独
特
の
だ
し
も
の
を
考
え
て

い
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
本
番
の
と
し
に
ふ
さ
わ
し
い

大
会
が
で
き
あ
が
る
こ
と
で
し
ょ

こ
の
大
会
は
、
わ
が
町
の
合
併

を
記
念
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の

で
、
い
わ
ば
町
と
共
に
生
ま
れ
、

町
と
共
に
育
っ
て
き
た
の
で
す
。

喜
び
も
苦
し
み
も
、
町
と
共
に
味

お
っ
て
き

た
の
で
す
。

こ
の
大
会

は
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
町
民
の
も
の
と
し
て
町
民
の

手
に
よ
っ
て
町
民
の
た

め
に
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
主

役
、
わ
き
役
の
別
も
な
け
れ
ば
、

演
技
者
と
観
客

の
別

も
な
い
、
モ

こ
に
集
ま
っ
た
人
全
部
が
主
役
で

あ
り
、
演
技
者
で
あ
り
ま
す
。
否

当
日
そ
の
会
場
に
顔
を
出
さ
な
く

と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
部
落

で
、
こ
の
大
会
を
育
て
て
く
れ
る

う
ら
方

が
多
数

い
ら
れ
る
の
で
す

こ
め
。大
会
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

も
め

孀
、
決
し
て
少
数
の
英
雄
で

も
な
け
れ

ば
一
部
の
人
気
者
で
貳

あ
り
ま
せ
ん
。
町

民
み
ん
な
の
う

る
わ
し
い
友
情
で

あ
り
、
強

い
親

密
感
と
協

力
性
で

あ
り

ま
す

。

「
腓
つ
こ
と
で

は
な
く
て
参
加

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
創
始
者

タ
ー
。ベ
ル

ダ
ン
の
こ
と
ば
は
、
そ
の
ま
ま
わ

が
町
民
体
育
大
会
に
も
あ
て
は
ま

り
ま
す
。

１０
月
４
日
、
町
民
総
参
加
を
目

標

に
、
わ
れ
ら
の
体
育
大
会
、
愀

凵
回
町
民
体
育
大
会
を
待
ち
ま
し

（

鈴

木

）

こ
の
旗
に
誓
い
ま
し
よ
う

県
下
一
の
消
防
団

去
る
六
月
二

十
日
只
見
町
で
開

か
れ
た
昭
和
三
十
九
年

度
県
下
消

防
団
長
大
会
の
席
上

、
わ
が
国
見

町
消
防
団
は
、
写
真
の
よ
う
な

立

派
な
表
彰
旗
を
授
与

さ
れ
た
。

こ
れ
は
民
友
新
聞
社

が
「
火
災

を
な
く
し
、
明

る
い
郷
土
を
つ
く

ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
県
下

一
一
九
の
消

防
団
の
中
か
ら
、
組

織
、
施
設
、
教
養
、
訓
練

並
び
に

無
火
災
状
況
が
特
に
す
ぐ
れ
、
他

の
模
範
と
な
る
も
の
一
団

を
選
び

贈
る
も
の
で
、
わ
が
国

見
町
消
防

団
の
日
頃
の
努
力
が
み
の
っ
た
も

の
と
関
係
者
一
同

感
激

し
て
い

る

団

長
大
津
利
一
氏
談

「
こ

の
た
び
、
こ
の
光
栄
に
浴

す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
財

政
多
難
の
中
か
ら
施
設
の
充
実

に
努
力
さ
れ
た
町
当
局

の
好
意

と
業
務
多
忙
の
身
に
も
か
か
わ

ら

ず
教
養
に
努
め
技

能
の
向
上

に
精
励
さ
れ
た
団
員
の
協
力
に

よ

る
こ
と
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
更
に
家
庭
に
お
け
る
火

の
用
心
と
団
員
の
出
動
に
際
し

後
顧
の
憂
え
な
か
ら
し

め
る
た

め
に
ご
尽
力
く
だ
さ

る
婦
人
消

防
協
力
会
の
た
ま
も
の
で
あ
り

ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
十
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も

団
員
結
東
を
固

め
、
一
致
協
力

、
消
防
使
命
の
達
成
に
精
進
し

、
も
っ
て
町
民
各
位
の
ご
期
待

と
民
友
新
聞
社
の
ご
趣

旨
に
こ

た
え
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で

、
倍
旧
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

議
会
だ
よ
り

○
六
月
二
十
五
日
議
会
定
例
会

が
招
集
さ
れ
議
決
し
た
事
件
次

の
と

お
り
で
あ
る
。

日
程
愀
一
、
専
決
処
分
に
つ
き

承
認
を
求
め
る
の
件
は
三
十

八
年
度
過
年
度
災
害
復
旧
事

業
費
八
〇
万

円
の
追
加
予
算

日
程
慘
二
、
福
島
県
消
防
団
員

。
公
務
災
害
補
償
組
合
の
規
約

一
部
改
正
の
件
は
消
防
団
員

が
十
五
年
以
上
勤
務
し
て
退

職
の
場
合
退
職
金
を
支
絡
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
取

扱
を
組
合
で
行
う
た
め
の
改

正
で
あ
る

。

日
程

愀
三

、
中
小
企
業
者
等
育

成
預
托

の
件
は
凍
霜
害
に
よ

り
間
接
的

に
損
害
を
蒙
る
業

者

の
金
融
緩
和
を
は
か
る
た

め
、
町

は
二
百
万
円
を
福
島

県

信
用
保
證
協
会

に
明
春
一

月
二
十
日

ま
で
預
托
す
る
も

の
で
あ
る
。

日
程
愀
四

、
昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
凍
霜

害
対
策
予
算
で
あ

る
。
農
業

費
二
八
〇
万
円
計
上
さ
れ
た

。
内
訳
樹
勢
回
復
肥
料
代
補

助
、
り
ん
ご
五

七
万
六
千
円

も
も
四
七
万
二
千
円
桑
五
二

万
五
千
円
、
桑

の
消
毒
剤
補

助
一
三
万
八
千
円

、
融
資

金

の
利
子
補
給
六
一
万
三
千
円

等
そ
の
他
調
査
費
で
あ
る
。

請
願
、
大
木
戸
外
八
部
落
よ
、り

国
鉄
藤
田
貝
田
間
複
線
に
伴

い
山
根
に
立
体
交

さ
の
地
下

道
が
出
来
る
こ
と

に
な
り
国

鉄
側
は
巾
員
二
・
五
米
の
計

画
で
施
行
し
て
い
る
が
、
地

元
で
は
将
来
に
備
え
て
三
米

即
ち
ト
ラ

″
ク
の
通
れ
る
地

下
道
を
要
望
し
、
こ

の
際
町

は
責
任
を
以
つ
て
実
現
方
請

願
さ
れ
た
の
で
議
会
で
は
事

の
重

大
性
を
考
慮
し
特
別
委

員
を
挙
げ
て
審
議
す
る
こ
と

に
し

た
。

特
別
委
員
長
八
島
建
次
郎

、

委
員
長
代
理
佐
勝
新
七
、
委

員
菊

地
政

治
、
宍
戸
武
雄
、

．
佐
藤
元
一
、
大
沼
酉
治
、

東
海
林
一
郎
。

○
七
月
十
三
日
町
議
会
臨
時
会

日
程
オ
一
、
一
般
会
計
補
正
予

算
は
凍
霜
害
対
策
救
農
土
木

費
二
六
二
万
五
千
円
の
計
上

で
あ

る
。
事
業
個
所
は
今
後

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
程
才
二
、
国
鉄
山
根
地
下

道

巾
員
確

保
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て
は
特
別
委
員
会
報
告

通
り
不
採
択
と
決
し
た
。

特
別
委
員
会
報
告

東
北
本
線
藤
田
貝
田
聞
複
線

工
事
に
伴
う
山
根
地
下

道
建
設

工
事
は
目
下
巾
員
二
・
五
米
高

さ
二
・
五
米
の
計
画
に
基
き
施

行
中
に
し
て
現
在
の
工

程
八
〇

％
蔵
功
し
て
い
る
状
況
よ
り
見

て
、
こ
れ
を
取
り
こ
わ
し
拡
張

工
事
は
出
来
難
い
現
況
に
あ
り

よ
っ
て
本
請
願
は
「
不
採
択
と

す

べ
き
も
の
」
と
す

。

委
員
会
五
回
、
部
落
懇
談
会

二
回

、
実
地
調
査
二
回
実
施
し

た
。な

お
町
長

よ
り
国
鉄
山
根
地

下
道
は
議
会
の
決
定
通
り
と
し

、
こ
こ

よ
り
八
〇
〇
米
貝
田
よ

り
の
家
老
踏
切
を
地
下

道
（
巾

員
三
米
高
さ
三
・
五
米
）
に
変

更
す

る
よ
う
各
方
面
へ
強
力

に

要
請
中
な
る
旨
報
告
し
た
。

○
七
月
二
十
八
日
、
議
会
臨
時

会

。

日
程
愀
一
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
改
正
に
つ
い
て
。

医
療
費
の
増
嵩
殊
に
世
帯

主

七
割
給
付
実
施
等
に
よ
る
大

巾
な
増
税
と
な
る
改
正
で
あ

る
。

日
程
オ
ニ

、
昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
藤
田

小
学
校
給
食
室
改
築
費
当
初

匸
一
〇
万
円
計
上
し
て
あ
っ

た
が
耐
火
構
造
に
変
更
等
も

あ
り

Ｉ
〇
九
万
円
の
追
加
そ

の
他
土
木
費
砂
利
代
二
六
万

円
等

の
追
加
で
あ
る
。

日
程
才
三

、
公
宮
住
宅
建
設
の

件
は
住
宅
十
七
戸
の
建
設
で

場
所

は
昨
年
同
様
源
宗
山
で

あ
る
。

平
屋
一
戸
建
十
坪
。

反
当
六
四
五
四
キ
ロ（
能
坂
氏
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

こ
の

た
び
国
見
町
農
事
研
究
会

連

絡
協
議
会
（
会
長
八
鳥
健
一
さ

ん
）
で

は
、
馬
鈴
著
増
収
競
技
会

を
催

う
し

、
七
月
二
十
四
日
そ
の

掘
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
。
今
年

は
春
の
凍
霜
害
で
発
芽
を
く
ぢ
か

れ
、
そ
の
後
の
成
育
が
沁
配

さ
れ

て
い
た
が
、
会
員
必
死
の
努
力

が

実
を
結
び
、
グ
ル
ー
プ
最

高
四
七

○
○

キ
フ
を
越
し
、
個
人
最
高
で

は
実
に
六
四
五
四
キ
ロ
に
達
し
、

関
係
者
を
驚
か
し
て

い
る
。

グ
ル
ト
プ
平
均
反
当

換
算
収
量
を

示
め
す
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
単
位
キ
ロ
グ
ラ

ム
）

内
谷
東
農
研
　

四

、
七
ニ

ー

・
（
菅
野
正

、
熊
坂
吉
兵
衛
、
熊

坂
正
一
、

鴨
田
善
二
、
幕
田
政

雄
）

旭
農
研
　

四

、
二
四
三

（
佐
藤
隆
夫
、
吉
田
正

雄
、
石

川

喜
代
夫

、
佐
原
定
司
、
近
野

昇

治
）

高
城
農
研
　

三
、
五
〇

一

（
八
島
健

一
、
志
村
謙
三
、
八

島
藤
一

、
長
谷
川
益
三
、
本
田

幸
一
）

川
内

農
研
　

三
、
三
九
五

（
斎
藤
幸
衛
、
後
藤
昌
仲
、
鈴

木
鉄
男

、
斎
藤
隆
安
、
佐
藤
清

春
）

四

グ
ル
ー
プ
平
均
三
、
九
六
五

個
人
最
高
　

六
、
四

五
四

熊

坂
正
一
　（
内
谷

東
）

中
体
連
に
光
る
県

北
中

堂
々
優
勝
の
吉
田
、
熊
坂
（
水
泳
）

近
年
県
北
中
学
枚
の
ス
ポ
ー
ツ

活

動
は
活
発
に
な
り
、
郡
中
体
連

大
会
等
に
お
け
る
活
躍
は
め
ざ
ま

し
く
、
特
に
今
年
は
、
完
全
優
勝

の
卓
球
を
は
じ
め
、
総
合
優
勝
の

水
泳
や
剣
道
な
ど
あ
ま
た
の
上
位

入
賞
者
を
出
し
、
そ
の
余
勢
を
駆

っ
て
県
北
地
区
か
ら
県
大
会
ま
で

進
出
、
県
北
中
の
名
声
を
高
め
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
運
動
面
に

お
け
る
各
部
の
活
躍
は
全
校
生
徒

の
誇

り
と
な
り
、
自
信
と
な
っ
て

県
北
中
が
吏
に
発
展
充
実
す

る
た

め
の
原
動
力
と
な
り
つ
っ
あ
る
よ

う
だ
。
最
近
同
校
の
進
学
成
績
が

向
上
し
た
こ
と
や
、
校
内

は
も
ち

ろ
ん
校
外
に
お
け
る
生
徒
た
ち
の

態
度
が
き
わ
め
て
ま
じ
め
に
な

っ

た
こ

と
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に

一
連
の
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
を

み
と
め
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う

次

に
先
日
行
わ
れ
た
中
体
連
に

お
け

る
め
ざ
ま
し
い
戦
果
を
ご
披

露
す

る
。
　
　
　
　

（
鈴
木
）

郡

大

会

◇
陸
上
競
技
部

「
八
〇
（

Ｉ
ド
ル
で
本
ｍ

林
一

郎
君
、
砲
九
投
で
斎
藤
紀
子
さ

ん
新
記
緑
で
優

勝
し
た
の
を
は

じ
め
　

優
勝
五
種
目
、
汁
二
位

二
種
目
　

才
三
位
四
種
目

◇
野
球
部

昨
年
の
優
勝
に
っ

づ
き
、
よ
く

頑
張
っ
て
準
優
勝
を
と
げ
た
。

◇
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
女
共
準
決
勝
で
優
勝
校
と
対

戦
し
て
惜

敗
し

た
が
愀
三
位
獲

得
し
た
。

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

一
回
戦
で
惜
敗

◇
庭
球
部

出
場
二

年
目
な
が
ら
よ
く
健
斗

し
、
準
々
決
勝
ま
で
進
出
し
た

◇
卓
球
部

団

体
戦
男
女
、

個
人
戦
男
女
共

に
全
種
目
に
完
全
優
勝
し
、
郡

中
体
連
に
新
記
録
を
残
し
た
。

◇
体
操
部

跳

箱
で
愀
一
位
、
個
人
総
合
オ

ニ

位
、
団

体
総
合
愀
三
位
に
入

賞
し
た
。

◇
水
泳
部

男
子
は
ほ
と
ん
ど
の
種
目
に
上

位
入
賞
、
総
合
優
勝
を
飾
っ
た

◇
剣
道
部

団
体
、
個
人

戦
共

に
断
然
た
る

強
さ
を
発
揮
し
て
優
勝
し
た
。

県

北

地
区

大
会

◇
陸
上
競
技
部

一

一
種

目
（

リ
レ
圭
二
種
目
）

に
一
七
名
出
場
、
桙
高
と
び
と

女

子
砲
丸

投
げ

が
二
位
に
入
賞

◇
体
操
部

と

び
箱
で

愀
一
位
、
個
人

総
合

汝

三
位
、
団
体
総
合
で
愀
三
位

に
入
賞

◇
野

球
部

健

斗
し
た
が
一
回
戦
で
敗
退

◇
水
泳
部

数
多
く
の
上
位
入
賞
を
毀

得
、

総
合
労
二
位

を
占

め
た
。

県

大

会

◇
陸
上
競
技
部

県
北
大
会
で
入
賞
の
二
名
が
出

場
し
た
。

◇
体
操
部

二

名
出
場
、
入
賞

に
も
う
一
歩

と
い
う
と
こ

ろ
。

◇
剣
道
部

技
倆
、
風

格
共
に
一
流
で
あ
っ

た
が
予
選
に
お
い
て
惜
し
く
も

敗
れ
た
。

◇
卓
球
部

男

子
団
体
戦
は
準

々
決
勝
で
惜

敗

、
女
子
団
体
戦
も
二
回
戦
で

敗
れ
た
。
し
か
し

個
人
戦
で
は

よ
く
頭
張
り
、
佐

久
間
誠
君
が

二

位
、
松
浦
和
子

さ
ん
が
三
位

に
入
賞
し
た
の
は
立
派
な
も
の

で
あ
っ
た
。

◇
水
泳
部

一

四
名
が
出
場
、

よ
く
奮
斗
し

男

子
翁
合
汁
二

位
を
鰒
得
し
た

そ

の
中
で

も
吉

出
俊
江
君

が
一

〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇

メ
ー

ト
ル
の
平
泳

ぎ
二
種
目
に
優
勝

熊

坂
洋
一
君

が
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
自
由
型
で
大
会
新
記
録
、
県

中
学

生
新
記
録
を
立
て
て
優
勝

し

、
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
自
由
型

で

も
二
位
入
賞
し
た
の
は
実
に

立
派
で
あ
り
、
日
頃
の
ま
じ
め

な
練
習
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た

も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

Ｄ旗彰表友民／
廴

○

さ

あ

さ

踊

ろ

よ

日

本

音

頭
．

ど

う

せ

踊

る

な

ら

世

界

を

舞

台
　

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

晴

れ

の

日

に
（「
ニ
ッ
ポ
ン
音
頭
」
か
ら
）



子
ど
も
の
心
理
と
し
つ
け

第

肖
／一

回
中

央
婦

人
講
座

七
月
二
十
二
日
午

後
一
時
か
ら
青
年
研

修
所
で
、
愀
二
回
中

央
婦
人
講
座
を
開
い

た
。
可
愛
い
わ
が
子

や
わ
が
孫
の
し
つ
け

の
問
題
と
あ
っ
て
、

各
地
区
か
ら
た
く
さ

ん
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

か
あ
ち
ゃ
ん
が
参
加

し
、
熱
心
に
勉
強
し

た
。
講
師
は
福
島
大

学
の
佐
藤
利
雄
先
生

家
庭
教
育
の
土
台
と

な
る
、
子
ど
も
の
心

理
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、

し
つ
け
の
問
題
と
結

び
つ
け
て
教
え
ら
れ

た
の
で
、
み
ん
な
時

間
の
た
つ
の
も
わ
す

れ
て
質
問
を
つ
づ
け

る
あ
り
さ
ま
、
み
ん

な
の
希
望
に
ょ
り
、

今
後
数
回
に
わ
た
り

佐
藤
先
生
の
お
話
を

お
き
き
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

【
写
真
】
熱
心
に

聞
き
い
る
婦
人
た
ち

今
月
の
巡
回
講

座
日
程
決
る

男
性
側
の
参
加
も

…
：

七
月

初
め
各
方
部
で
開
い
た
婦

人
講
座

は
、

さ
す
が
一
流
の
講
師

を
並
べ
た
だ
け
あ

っ
て
ど
こ
も
評

判

が
よ
く
、
愀
二
回
の
開
講
を
早

く

す
る
よ
う
に
催

促
さ
れ
て
い
た

が
、

い
よ
い
よ
そ

の
日
程

が
決
っ

た
。
こ

ん
な
よ
い
お
話

を
女

だ
け

で
き
く
の
は
も
っ
た
な
い
か
ら
男

の
方
が
た
に
も
き
い
て

い
た
だ
き

た
い
と
い
う
声
が
出
て

い
る
。

○
小
坂
小
学
校

八
月
二
十
九
日
午
後
二

時

沢
崎
忠
蔵
先
生

子

ど
も
の
し
つ
け
と
婦
人

の

役
割

○
藤
田
（
青
年
研
修
所
）

八
月
二
十
八
日
午

後
二
時

佐
藤
　

信
先
生

婦
人
と
政
治

○
森
江
野
（
小
学
校
）

八
月
二
十
六
日
午
後
二
時

永
井
文
心
先
生

明

る
い
家
庭

○
大
木
戸
（
小
学
校
）

八
月
二
十
七
日
前

九
半

吉
岡
棟
一
先
生

明
る
い
社
会

○
大
枝
（
公

民
館
）

八
月
二
十

七
日
後
一
半

長
浦
ふ

一
郎
先
生

成
人
病
と
農
夫
症

うたと踊り

ク
ラ
ブ
員
募
集

私
た
ち
の
真
の

幸
福
と
は
何
で
あ

る
か
…
…
幸
福
で

あ
る
た
め
の
条
件

に
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
ょ
う
が
、

そ
の
土
台
を
な
す

も
の
は
心
身
の
健
康
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

「

命
あ
っ
て
の
物
だ
ね
」

ほ
ん
と

に
そ
う
で
す

。
健
康
で
あ
る
た
め

に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
Ｉ
Ｉ

そ

れ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
ょ
う

が
、
ま
ず
手
軽
で
効
果
の
あ
る
方

法
と
し
て
「
う
た
」
と
「
踊
り
」

が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

ほ
ん
と
う
に
心
か
ら
楽
し
く
、
大

い
に
う
た
い
、
大
い
に
踊
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の

で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
を
記

念
し
て
、
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
、
み

ん
な
で
研

究
し
た
い
と
思
い
ま
す

こ
れ
か
ら
ひ
と

つ
や
つ
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
、
ど
ち
ら
で
も
結

構
で
す
か
ら
お
申
込

み
く

だ
さ
い

も
ち
ろ
ん
両
方

で
も
結
構
で

す
。

記

○
民
謡
研
究
会

申
込
所
…
…
一
応
次
の
所
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

野
村
隆
一
　（
板
橋
）
名
和
胖

（
藤
田
）
佐
久
間
直
次
（
塚

野
目
）

後
藤
忠
男
（
高
城
）

佐
藤
喜
二

郎
（
大
枝
）

国

見
町
公

民
館
・

申
込

期
　

八

月
三
十

一
日
ま
で

○
踊
り
研
究
会
　

申
込
所

古
内

イ
チ
（
小

坂
）
佐
藤
カ

ツ
（
藤
田
）
佐
藤
一
江
（
森

山
）
八
島

ア
キ
（
高
城
）
鈴

木

ヨ
シ
イ
（
川
内

）
国

見
町

公

民
舘
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

中
込

期
八
月
三
十

一
日
ま
で

○
申
込
者
で
会
合

を
開

き
、
規

約

そ
の
他
協
議

し
ま
す

。

八
郎
潟
干
拓
な
ど
を
視
察

国
見
町
青
年
学
級
で

は
九
月
四

日
五
日

に
か
け
て
修
学

旅
行
を
す

る
こ
と

に
な
り
、

た
だ
い
ま
準
備

中
で
あ
る
。
今
年
は
、
観
光
と
勉

強
を
兼
ね
た
コ
ー
ス
を
考
え
た
も

の
で
あ
る

。
計
画

に
よ
れ
ば
、
十

和
田
か
ら
八
郎
潟

の
干
拓
地
に
お

け
る
新
し
い
村

づ
く
り
を
見
て
帰

る
と

い
う
も
の
で

経
費

は
約
三

、

八
〇
〇
円

）

福
島
県
青
年
学
級
生
大
会
に

参
加
し
て

わ
た
く
し
た
ち
三
名
は
、
今
月

六
・
七
一
八
の
三
日
間
、
東
白
川

郡
古
毆
町
で
開
か
れ

た
昭
和
三
十

九
年
度
福
島
県
青
年
学
級
生
大
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た

伊
達
管
内
か
ら
集
ま
っ
た
十
五

名

は
福
島
駅
で
勢
揃
い
し
、
わ
が

町

の
鈴
木
先
生
と
梁
川
町
の
中
村

先
生
に
つ
れ
ら
れ
、
九
時
十
五
分

出
発
、
水
郡
線
石
川
駅

か
ら
。（

ス

で
五
〇
分
、
こ
ん
な
山

の
中

に
よ

く
つ
く

っ
た
と
思
わ
れ
る
立
派

な

公
民
館

が
会
場
で
す
。
県
下

か
ら

集
ま
っ
た
約
三
〇
〇
名
の
参
加
者

で
さ
す

が
の
大
広
間
も
い
っ
ぱ
い

廊
下
や
玄
関
に
ま
で
あ
ふ
れ
て

い

ま
す
。

開
会
式

に
引
読
き
、
各
郡
代
表

の
発
表
で
す
。
一
人
一
〇

分
づ
つ

そ
れ
ぞ
れ
体
験
を
通
し
て
、
そ
の

な
や
み
や

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

ど
こ
で

も
青
年
は
減
っ
て
い
る
が

少

な
い
な
が
ら
も
残
っ
た
者
で
力

を
協
せ
て
ね
っ
し
ん
に
勉
強
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

夜
は
、
古
殿
町
の
青
年
学
級
を

撮
し
た
「
村
を
つ
く
る
青
年
学
級

」
と
い
う
映
画
を
見
て
、
こ
こ

の

青
年
学
級
の
姿
を
知
り
、
こ
れ
か

ら
の
青
年
学
級
の
あ
り
方

に
つ
い

て
教
え

ら
れ

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
話
し
合
い
を
し
、
男
子

は
公

民
館
、
女
子
は
す
ぐ
隣
に
あ
る
青

年
研
修
。酊
に
わ
か
れ
て
合
宿
し
ま

し
た
。

汁
二

日
は
、
午
前
中
分
科
会
、

都
市
部

、
農
村
部
と
わ
か
れ
、
更

に
年
長
組
、

年
少
組
な
ど
七
分
科

に
わ
か
れ
、
昨
日
の
発
表
を
も
と

に
、
「

わ
た
く
し
た
ち
は
何
を
学

び
た
い
か
、
青

年
学
級

に
何
を
望

む
か
」
な
ど
に
つ
い
て
三
時
間
に

わ
た
っ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

午
後
は
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
競
技
、

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館

で
ソ
フ
ト

ー
バ
レ
ー
の
対
抗
試
合

で
す

。
わ
た
く
し
た
ち
県
北
チ
ー

ム
は
、
バ
レ
ー
は
大
接

戦
の
す
え

浜
通
り
チ
．Ｉ

ム
に
敗
れ
ま
し
た
が

ソ
フ
ト
は
み
ご
と
会
津
、
浜
通
り

を
破
っ
て
優
勝
し
ま
し

た
。

夜
は
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

す
。
え

ん
廴
ん
と
も
え
あ
が
る
営

火
を
囲
ん
で
、’
う
た
や
踊
り
や
簡

単

な
劇
な
ど
、
各
方
部
思

い
思

い

の
出
し
も
の
で
、
夜
の
ふ
け
る
の

も
忘
れ
て
お
り
ま
し
た
。

栄
三
日
は
、
午
前
中
全
体
会

を

開
き
、
分
科
会
の
報
告
と
全
体
討

議
を
し
、
ボ

ー
ロ
の
発
表
と
ス
ポ

ー
ツ
交
歓
競
技
の
勝
者
に
対
す
る

表
彰
が
あ
り
、
会
津
短
大
佐
田
玄

治
先
生
の
「
こ

れ
か
ら
の
青
年
の

学
習
に
つ
い
て
」
約
二
時
間
の
講

演
を

お
き
き
し
、
閉
会
式
を
し
、

正
午

す
ぎ
「

螢
の
光
」
を
合
唱
し

て
解

散
し
ま
し
た
。

佐
　

藤
　

且
　

雄

八
　

巻
　

ミ
　

ョ

瀬
　

戸
　

源
　

一

若者の天国デンマーク
但しノーなしは一生独身？

八　　島　　博　　正

今
回
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
若
い
人

た
ち
に
つ
い
て
書

い
て
み
よ
う
。

私
た
ち
ぽ
、
最
初
の
六
か
月
農

場
で
働
き
、
農
村
で
働
く
若
い
人

た
ち
を
多
く
友
人

に
持
つ
こ
と
が

で
き
た

、
昔
日
本
で
行
わ
れ
て
い

た
年
雇
い
の
よ
う
な
制
度
が
デ
ン

マ
ー
ク
に
あ
る
。
ピ

ー
ア

ー
カ

ー

ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は

十
四
才
で
義
務
教

育
が
終
っ
た
後

他
の
農
場
で
働
き
な

が
ら
、
ピ

ー

ア
は
家
事
を
見
習

い
、
カ

ー
ル
は

農
事
を
見
習

う
と

い
う
制
度
で
あ

る
。
一
。
か
わ
い
い
子
に
は
旅
さ
せ

よ
」
と
か
「
他
人
の
飯
を
食
わ
せ

る
」
と
か
日
本
で
も
い
わ
れ
て
い

る

。
彼
ら
は
十
四
才
で
成
人

式
を

迎
え
親

か
ら
完
全
に
自
立
す
る
゜

経
済
的

に
も
、
精
神
的
に
も
Ｉ
Ｉ

だ
か
ら
十
四
才
を
過
ぎ
他
の
農
場

で
働
く
時
は
、
そ
の
経
験
に
応

じ

て
正
当
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
。

私
の
働

い
て
い
た
農
場
で

私
が
行

く
前
に
働
い
て
い
た
カ
ー
ル
（
男

）
は
十
七
才
で
一
か
月
食

事
室
代

を
除
き
八
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
（
約
四

万
円
）
ピ
ー
ア
（
女
）
は
十
四
才

で
二
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
（
約
一
万
円

）
を
得
て
い
た
。
彼
等
が
他
の
農

場
で
働
く
と
き
、
室
が
与
え
ら
れ

、
食
事
は
家
族
の
一
員
と
し
て
生

活
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
実

際
の
見
習
い
と
し
て
農
場
で
働
か

ね
ば
、
家
政
学
校
に
も
農
学
校
に

も
入
学
す
る
資
格
が
無
い
わ
け
で

あ
る
。
ま
っ
た
く
日
本
の
学
校
制

度
と
異
な
り
、
一
定
期
間
実
務
の

経
験
が
な
け
れ
ば
農
学
校
を
は
じ

め
大
学
に
も
入
れ
な
い
の
で
あ
る

こ
う
し
て
他
の
農
場
で
働
き
な

が
ら
、
そ
の
生
活
は
全
く
自
由
そ

の
も
の
で
あ
り
、
毎
夜
恋
人
と
町

に
出
か
け
て
い
く
し
、
毎
週
必
ず

土
曜
日
の
夜
は
ダ
ン
ス
に
い
く
。

日
本
人
と
異
な
り
デ
ン
マ
ー
ク
人

は
夜
遊
び
が
非
常
に
好
き
で
、
ダ

ン
ス
は
夜
中
の
二
時
三
時
頃
ま
で

踊
り
通
す
。
こ
う
し
て
働
き
な
が

ら
彼
等
は
、
学
校
へ
行
く
資
金
、

結
婚
資
金
又
は
農
場
を
買
う
資
金

を
た
く
わ
え
て
い
る
の
で
あ

る
。

農
学
校
に
入
っ
て

も
親
か
ら
一
文

も
ら
う
わ
け
で
な
く
全
部
自
分
で

働
い
た
金
で
支
払
っ
て

い
く
。

そ
の
他
私
た
ち
は
七
か
月
間
農

学
校
に
大
っ
た
。
こ
れ
も
そ
の
人

の
自
由
意
志
で
、
農
場
で
働
く
の

も
学
校
に
入
る
の
も
義
務
制
は
な

い
し
、
又
学
区
制
も
な
い
。
そ
れ

で
私
た
ち
の
入
っ
た
学
校
に
も
全

国

か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
き
て
い

た
。
学
校
と
い
っ
て
も
短
期
間
で

少
人
数
で
あ
る
。
私
の
大
っ
た
学

欷
は
九
〇
年

の
歴

史
を
も
つ
有

名

校
で
、

全
国

か
ら
集

ま
っ
て
も
生

徒
は
僅

か
農

学
校
男
子
二
四

名
、

家
政
学
校
女
子
三
二
名

だ
け
で

あ

る
。
全
員
寮
に
入
り
、
五

か
月
、

六
か
月
、
九

か
月
、
と

コ
ー
ス
が

三

つ
あ
り
、
そ
の
人
の
希
望
で

ど

の
コ
ー
ス
を
選

ん
で
も

よ
い
、
男

‘

子

は
十
八
才
に
な
る
と
一
年
半
兵

隊
に
行

っ
た
後
で
学
校

に
入

る
の

で
二
十
二
、
三
才
ぐ
ら
’い
、
女
子

は
三
年
位
の
家
事
見
習

い
後
入

る

の
で
十
七
、
八
才
、
‐・い
ず
れ
も
結

婚
適
令
期

の
男
女
で
、
生
徒
の
六

～
七
割
は
恋
人
か
許
婚
者
を
も

っ

て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
こ
う
し

て
学
校

に
入

っ
て
の
六
か
月
と

い

う
の
は
、
彼
等
の
青
春
の
最
後
と

思

わ
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る

。
と
い
う
の
は
学
校
が
終
っ
て
す

ぐ
結
婚

し
た
女
性
が
三

人
い
た
こ

と
で
あ

る
。
授
業
は
一
日
八
時
間

、
女
子

は
完
全
な
花
嫁
修
業
、
特

に
料
理
の
実
習
が
毎
日
四

時
間
以

上
も
あ

る
。

デ
ン
マ

ー
ク
で
は
す
べ
て
恋
愛

結
婚
、
結
婚
す
れ
ば
す

べ
て
親
か

ら
独
立
し
て
生
活

を
す

る
。
若
夫

婦
が
親
だ
ち
と
一

軒
の
家

に
生
活

し
て
い
る
の
は
一
年
二
か
月
の
デ

ン
マ

ー
ク
生
活
中
一
度
も
見
か
け

な
い
で
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
日
本

の
農
村
の
よ
う
に
嫁
と
姑
の
問
題

は
全
然
な
い
。
結
婚

が
当
人
同
志

で
あ
る
為
、
親

が
子
の
結
婚
に
反

対
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
全
く

な
い
。
見
合
い
結
婚
な
ど
全
く
な

い
の
で
、
い
く
ら
説
明
し
て
も
わ

か
っ
て
も
ら
え

ず
。
困
っ
た
こ
と

が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
も
大
変
で

あ
る
。
若
い
青
年

男
女
が
恋
人

を
見
つ
け
な
け
れ
ば

一
生
結
婚
で
き
な
い
、
だ
か
ら
彼

等
は
、
農
場
で
働
い
て
い
て

も
、

兵
遂
に
入

っ
て
も
、
ま
た
学
校
に

入
っ
て

も
、
恋
人
を
見
つ
け
る
こ

と
に
青
春
の
す
べ
て
を
か
け
て

い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

私
た
ち
も
ダ

ン
ス
に
行
き
な
が
ら

彼
ら
と
共
に
い
て
、
大
変
な
苦
労

に
は
苦

笑
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た

。
だ
か
ら
私
た
ち
も
、
農
場

に
い

て
も
、
学
校
に
入
っ
て
も
、
す

ぐ

友

だ
ち
も
で
き
た
し
、
若
い
女
性

か
ら

結
婚
を
申
込
ま
れ
て
困

っ
て

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

か
え
り

み
て

、
こ
れ
も
楽
し
い
想
い
出
の

一

つ
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
は
、
農
村
と

い

わ
ず

、
都
会
と
い
わ
ず
、
各
種

サ

ー
ク
ル
や
グ
ル

ー
プ
が
た
く

さ
ん

あ
る
。
体
操

ぞ
フ
ブ
、
音
楽

ク
ラ

ブ
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
各
種
跼

ボ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
等

々
、
こ

れ
ら

ぱ
す

べ
て
会
員
制
で
、
一

定
会
員
以
上
。

の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
国
や
県

か
ら
の
助
成
が
あ
る
。
ボ
ー
イ

ス
’

カ
ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
多

い
こ
と
も
他
で
見
ら
れ
た
い
こ
と

で
あ

っ
た
。

夏
に
な
れ
ば
自
動
車
（

青
年
の

多
く
は
自
家
用
車
を
も
っ
て
い
る

で

外
国

旅
行
に
出
た
り
、
友

だ

ち
二
上

二
人
で
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

を
自
動
車
で
廻
り
な
が
ら
国
内

旅

行
を
す
る
。
ま
た
ど
の
家
で
も
、

テ

ン
ト
一
張
は
必
ず
持
っ
て
い
て

夏
の
日
、
こ
れ
を
張
っ
て
室
外
生

活
を
家
族
と
共
に
楽
し
む
。
ヌ
町

の
中
学
生
は
田
舎
の
農
場
で

生
活

を
送
る
。
夏
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
若

人
の
最
も
楽
し
い
季
節
で
あ
る
。

私
た
ち
も
、
夏

の
ひ
と
時
、
農

作
業
か
ら
全
く
離
れ
た
サ
ソ
マ
ー

フ
ァ
ウ
ス
　

（

夏
の
為
の
山
ふ
屋

や
海
岸
に
建
て
て
あ
る
別
荘
で

ち

ょ
っ
と
し
た
家
族
で
は
大
部
分
持

っ
て
い
る
）
で
の
生
活

は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
若
い
金
擶
娘

た
ち
に
囲
ま
れ
て
の
夜
の
食
事
や

ダ
ン
ス
、
そ
し
て
海
水
浴
等
々
：
‥

’
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
日
記

）

聖
火
リ
レ
ー
奉
迎
（
国

見

町
実

行

委

員
会

）

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
一
関
す

る
チ

ー
ム
編
成
を
は
じ
め
、

そ
の
奉
送
迎
に
関
す
る
一
切
の
世

話

を
す
る
た
め
、
わ
が
町
に
も
実

行
委
員
会
が
設
け
ら

れ
た
、
そ
の

役
員
及

び
係
員
次
の
と
お
り
。

○
役
員

（
会
長

）
赤
井
畑
直
衞

．

（
副
会
長
）
春
日
佑
幸
、
佐
藤
善

次
郎

（
顧
問
）
東
海
林
一
郎
、
武
見
弥

八
郎
、
佐
藤
光
一
、
鈴
木
正

、
佐
藤
精
一

（
委
員
）
小
林
美
秋
、

菅
野
貞
雄

田
村
操
、
鈴
木
彦
衛
、
佐
藤

七
郎
、
渡
辺
末
吉
、
穂
苅
計

三
、
柳
田
藤
雄
、
大
津
利
一

佐
藤
新
七
、
稲
村
彦
三
郎
、

村
上
ト
ク
、
佐
藤
昭
元
、
八

巻
正
雄
、
佐
藤
元
一

○
係
員

（
委
員
長
）
佐
藤
元
一

（
副
委
員
長
）
奥
山
嘉
助

（
中
継
所
主
任

）
１
斎
藤
太
助
、

２
鈴
木
忠
吉
、

３
羽
根
善
一

４
奥
山
嘉
助
、
５
小
畑
貞
吉

（
総
務
係
）
鈴
木
美
一
、
斎
藤
秋

雄
、
春
日
一
憲

（
時
計
悩
）
大
内
正
美
、
渡
辺

等

（

走
者
係
）
主
菅
野
鉄
雄
、
１
塚

原
俊
明

２
佐
藤
光
雄
、
３
大

内
守
、
４
佐
藤
洋
一
、
５

稲

村
克
巳
、
６
伊
藤
】
敏

（
ト
ー
チ
係
）
１
佐
藤
春
夫
、

２

鈴
木
捷

治
、
３
佐
野
貞
治
、

４
渡
部
直
人
、
５
大
波
健

（

交
通
整
理
係

）
佐
藤
新
七

（
救
護
係
）
板
橋
秀
雄

（
警
備
係
）
大
津
利
一

○

右

が

笑

え

ば

左

も

笑

う
　

笑

う

顔

か

ら

踊

り

の

輪

か

ら
　

世

界

平

和

の

春

が

く

る
（「
豸
あ
さ
踊
ろ
う
」
か
ら
）
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